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 本研究は、原爆を実際に体験された方へのインタビューと実地調査を行った。主な研究

内容は、①原爆の影響と被害、②被爆者へのインタビュー、③原爆に関連する資料館・展

示会での資料研究、④被爆した建物や記念碑の巡検である。現地調査では、被爆された日

本人の方と在日韓国人の方にインタビューや、博物館等で原爆の影響や第二次世界大戦の

様子をパネルと資料で研究し、被爆した建物で現在も残っているものの巡検をし、関連資

料の収集も行った。 
 研究の結果、被爆者の生の声を聞き、資料館で学ぶことで現実感が増し、過去と現在を

照らし合わせることが出来た。また、戦争や原爆を繰り返してはいけないという被爆者の

方たちの思いを実感することが出来た。それは今後の研究への刺激となり、原爆や戦争を

繰り返さないためにできることを考え、学ぶことに繋がった。 
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序論 
 
第一節 研究の動機 
 現在、小学校から原爆や戦争についての教育が行われているが、数字や写真等、平面的

な理解にとどまっているように思われる。第二次世界大戦が終結してから 71 年が経ち、広

島市内に住む被爆者の平均年齢は 80 歳近くとなり、生き延びた 21 万人の生存者の数も

2016 年 3 月末現在では広島市では 56,174 人、長崎市では 32,574 人にまで減り1、語り継

ぐ者の減少が問題視されている。原爆の記憶を持つ人々の減少は、戦争や核兵器の凄惨さ

                                                   
1 厚生労働省 HP「被爆者数（被爆者健康手帳所持者数）・平均年齢（平成 28 年 3 月末現

在）」より引用（閲覧日 2016 年 10 月 25 日）。 
(http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000049130.html) 
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を風化させてしまうことになりかねない。そこで私は、被爆者の方々に直接お話を伺い語

り継いでいこうと思う。 
今年(2016 年)4 月、アメリカ国務長官のジョン・ケリーが広島の平和公園を訪問し、オバ

マ大統領も 5 月の伊勢志摩サミットにあわせて広島を訪問する事が報道された時、日本人

の若者の視点から見ると、「オバマ大統領が広島に来る」という事実として受け止めたが、

世界ではこの行為は歴史的な出来事としてとらえられ、アメリカ側からすると日本に対す

る「謝罪行為」だとして反対する者も多いことを知った。アメリカにおいては原爆を「正

当」とする声が多いものの、若者世代では「不当」だったと考える者も増えてきている。 
さらに、私は小学生の頃に読んで衝撃を受けた『はだしのゲン』という漫画から派生さ

せて研究したいと思う2。「はだしのゲン」とは 2010 年 6 月の goo 調査において「読んでお

きたい日本史モノマンガランキング」で 1 位に選ばれおり3、実際に私は小学生の時に親に

勧められて本書を読んだ他に、学校の平和教育の一環としてはだしのゲンのアニメを鑑賞

した。目を背けたくなるような表現が多く、平和な現在の日本しか知らない私には現実味

のないフィクションのように思えた。しかし、この作品は作者の実際の体験を元に書かれ

ており、作中では原爆の残酷さの他にも、主人公の「ゲン」の家族・中岡家が「非国民」4と

して肩身の狭い生活を送っており5、同様に、近所に住む在日韓国人の朴という人物に対す

る差別も描かれている6。このように、被爆者といっても様々な方がいるため、「非国民」と

呼ばれていた方、在日韓国人の方にもインタビューを試みたいと思う。また、広島ととも

に、長崎についても同様に実地研究を行う。 
 
第二節 研究の方法7 
近年、特に 1990 年代以降、近現代史の研究者たちの間で、オーラルヒストリーという研

究方法が採用されつつある。それは、聞き取り調査を中心とし、文字媒体に残されていな

い経験や事実を掘り起こし、再現する試みである。本研究テーマに対してもこの手法を活

用してみたい。つまり、現地でのインタビュー、展示の調査などを中心にして、残された

記憶を文字化するのがこの研究の主な目的である。また、訪問地の様子なども訪問日ごと

に整理して記録しておく。インタビューの際の証言者の方々の名前は、イニシャルを使用

する。 
今回、広島と長崎の様々な地を訪問することができ、日程的には前後しているが、地域

                                                   
2 中沢啓治『はだしのゲン』[全 10 巻](汐文社版, 1973-1985 年)参照。 
3 「読んでおきたい日本史モノマンガランキング」引用。(閲覧日 2016 年 5 月 1 日) 
(http://ranking.goo.ne.jp/ranking/category/026/japanhistory_comic/) 
4 「国民としての義務・本分にもとる者。特に第二次大戦中、軍や国策に批判的・非協力

的な者を非難していった語。」(明鏡国語辞典引用)。 
5 中沢啓治作『はだしのゲン 第 1 巻』(汐文社,1975)49,68 頁参照。 
6 同上 60,69,70 頁参照。 
7 桜井厚『インタビューの社会学 ライフストーリーの聞き方』(せりか書房, 2002年)参照。 
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ごとにまとめることにした。また、今回の調査・研究は、文献研究を中心にした今後のさ

らなる研究のためのものであり、より詳しい文献の研究、検討は後日の課題となる。 
 

本論 
 
第一節 広島での実地調査8 
「2016 年 8 月 6 日 広島市」 
平和記念公園にて平和記念式典に参列した。想像以上に人が多かったため、公園内の式

典が行われている場所付近でテレビ中継されているものを見た。安倍首相らのスピーチを

直接見ることはできなかった。式典には 91 カ国の海外代表らが参列しており、代表だけで

なく公園内には多くの外国人が来ており、原爆投下は日本とアメリカだけの問題ではなく

多くの国に関心を持たれている歴史的な出来事であったことを示している。 
公園周辺と内部にはビラを配っている人、デモ活動を行っている人、警備のための警察

が大勢いた。ビラでは「核廃絶」、「オバマ大統領の広島訪問」、「原爆慰霊碑を正す」、「第

15 回広島原爆と戦争展」、「憲法第 9 条の改正反対」、「改憲阻止の運動を呼び掛ける」、「江

沢民が気功愛好家を大虐殺」、「日蓮大聖人の仏法」を訴えており、デモにおいても「核廃

絶」「憲法第 9 条の改正反対」の声が多かった。 
式典が始まり 15 分後に黙祷が行われた。多くの人々がいるにもかかわらず辺りが静まり

返り、セミの鳴き声しか聞こえなくなった。その時に、71 年前の同じ日のこの時間のこの

場所で原爆が投下され一瞬にして 14万人もの命を吹き飛ばしたと考えると恐怖でいっぱい

になった。 
この 1 年間で亡くなった広島の被爆者は 5511 人であり、被爆死亡者の名前を書き記した

名簿は 111 冊、計 30 万 3195 人分になった9。広島市長である松井氏はオバマ大統領の演説

の中の「私自身の国と同様、核を保有する国々は、恐怖の論理から逃れ、核兵器のない世

界を追求する勇気を持たなければならない」という部分を引用した。しかし、実際には米

大統領のその言葉に反して広島に「核のボタン」10といわれるものを持ちこんでいたことが

指摘されている11。 
「第 15 回広島原爆と戦争展」においては、語り部になった被爆者の方（以下、Ｍさんと

する）からお話を聞くことができた。その方は 15 歳で被爆をし、71 歳になるまで自身が被

爆者であることを家族にも話さなかったという。あまりにも残酷で、思い出すだけでも苦

                                                   
8 山口彊著 『ヒロシマ・ナガサキ 二重被爆』(朝日文庫、2009)参照。 
9 『中国新聞』2016 年 8 月 6 日特報 1 面引用。 
10 『米大統領が司令部を離れたときでも、いつでも核攻撃の承認ができる「核のフットボ

ール」と呼ばれる黒いブリーフケース』のこと(『原爆慰霊碑を正す』原爆慰霊碑を正す会

発行,1 面引用)。 
11 『原爆慰霊碑を正す』(原爆慰霊碑を正す会発行,1 面)。 
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しいため、胸のうちに封印しておきたかったためである。今回の研究旅行でお話を伺った

他の被爆者の方々、皆さんが「今まで被爆したことは隠していたが、次の世代に語り継ぎ

たい、同じ思いをして欲しくないから」という意志を持ち始め、被爆体験を話してくださ

ったが、このＭさんもその一人であり、こうして語り部になられたのは、原爆資料館を訪

れたことが契機であった。「何か役に立ちたい」という気持ちに駆られ、語り部の活動を始

められたという。今の日本は大戦前と似通っている部分が多く、それは皆で止めなければ

いけないと訴えておられた。その他原爆ドーム、グランド・ゼロ、広島城を訪問した。 
現在の日本は大戦前とどのような共通項があるのか。歴史は繰り返すと言うが、現在と

大戦前の日本の状況に似通っている部分があるとすればそれを回避し、変えていかなけれ

ばならないだろう。山崎雅弘著『戦前回帰「大日本病」の再発』(学研教育,2015 年)におい

て、安倍内閣発足前後で日本国内の様子が変わった点が以下のように指摘されている。 
 

・人種差別や民族差別など、偏見と差別を堂々と主張する攻撃的・排外的な言説(いわゆる

ヘイトスピーチ)が増え、ネット上だけでなく路上でも公然と叫ばれるようになった。 
・「日本」や「日本人」を礼賛する本やテレビ番組が急激に増加した。「日本人や日本文化

は世界からこんなに賞賛されている」と、外国人の口から言わせる企画が増えた。 
・政府や政権に批判的な人間への威圧・恫喝・見せしめのようなで出来事が増えた。 
・近い将来の戦争や紛争への関与に備えた法案が、次々と国会に提出され始めた12 。 
(以上一部抜粋) 

 
 実際に川崎市では、在日韓国人に対するヘイトスピーチが 2016 年 3 月に取り上げられ問

題視されている。在日韓国人が多数住む川崎市では、彼らへの差別的発言をするデモが 2013
年以降計 12 回にわたって繰り返されている13。国民の代表である知事が公の場で在日韓国

人への差別的な発言をしたことも問題となっている。 
 
「2016 年 9 月 1 日 広島市」 

HIROSIMA PEACE SITE より、ヒロシマピースボランティアの団体に電話で移動解説

の申し込みをした。当日、移動解説をしてくださるボランティアガイドの方のお話を聞き

ながら平和記念公園内を見学した。公園内のモニュメントを見て回りながらそれが設置さ

れた背景を学ぶことができた。ボランティアガイドの方（以下、Ｉさんとする）は被爆者

でもあったため、当時の話なども聞けた。 
Ｉさんは、歴史はほぼ 100％戦争で成り立っていると考えておられ、原爆投下から 71 年

経った現在まで幾度となく原爆は使用されかけたが、それらが抑止されたのは広島と長崎

の存在が大きいとのことである。広島平和記念資料館を出て目の前の平和大通りは今では

                                                   
12 山崎雅弘著『戦前回帰「大日本病」の再発』(学研教育,2015 年)3,4 頁引用。 
13 『毎日新聞』(2016 年 3 月 17 日発行、東京朝刊、28 頁)。 
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フラワーフェスティバルが行われるなど華やかな通りになっているが、原爆が投下された

その日、そこでは朝から 12、3 歳の学徒隊が「建物疎開作業」14をしていた。原爆投下地点

から 1 キロメートル以内のここでは作業中の 9000 人のうち 6300 人の生徒が即死した。 
その平和大通りに沿って歩いて行くと「嵐の中の母子像」があり、その像の真正面に立

つと、噴水、アーチ、原爆ドームが一直線に見えるように広島平和記念資料館は高床式に

設計されている。1945 年当時の小学校には夏休みがなく、Ｉさんは 3 年生から 6 年生は疎

開しており、疎開から広島市へ帰って来た時に、親も兄弟も家もなく結果的に原爆孤児に

なったのである。 
Ｉさんの知り合いの被爆者の方の中には、5 月のオバマ大統領の広島での行動に憤りを感

じている人もいると伺った。「資料館を 10 分だけ見て何が分かるのか」、「謝罪しないのな

ら来なくていい」という意見だった。実際に資料館を見学した際、入り口から出口まで 1
つ 1 つの展示物を見ると 2 時間半以上はかかった。このことから考えると、表面的な訪問

だと思われても、仕方ないのではないかと思う。 
このような解説を聞いた後、「安らかに眠って下さい、あやまちはくりかえしませぬから」

という文章が刻まれている原爆死没者慰霊碑を見た。人間は通常、被害を受けたら復讐を

考えるが、そこから平和は生まれない。繰り返さないことで平和が始まるという意味あい

である。これは永井隆博士と同じ考え方ではないかと思う。「如己愛人」という言葉を残し

たことで有名な彼は自分の著書で「あの美しかった長崎を、こんな灰の丘に変えたのはだ

れか？…私達だ。おろかな戦争を引き起こしたのは私達自身なのだ」15と、戦争を続けてい

た過ちを自覚し、戦争をやめさせるため、平和を保つために、命が擦り切れるまで執筆を

続けた。戦争から平和は生み出せないと再確認した。 
「禎子さんの像」については、その独特な形と顔の表情に、一見嫌悪を感じた。しかし、

この像の成り立ちを教えていただくと同時に 1 つ 1 つの像や記念碑には意味が込められて

いることを学んだ。この像のモデルになった女の子は佐々木禎子さんで、彼女は 2 歳の頃

に被爆し、12 歳の時に「原爆症」16を発症した方である。入院先の病院で鶴を千羽折ると

病気が治ると教えられたことから、薬を包んでいた紙を折って病気が治ることを祈ってい

た。しかし、病気は治ることなく禎子さんは亡くなり、それを知った小学生の男の子が禎

子さんや原爆で死んだ子を慰める石碑を作る事を提案し、それに賛同した小学生らが募金

活動を行い、それによって建てられた像である。この像から、原爆症は 10 年後になっても

                                                   
14 空襲による火災の延焼を防ぐために建物を取り壊す作業のこと(広島平和メディアセン

ター『ヒロシマ用語集』引用)。 
( http://www.hiroshimapeacemedia.jp/?insight=20120828145735117_ja) 
15 永井隆『長崎の鐘』(日比谷出版,1949 年) 青空文庫

(http://www.aozora.gr.jp/cards/000924/files/50659_42787.html)より引用(閲覧日 2017 年 2
月 4日) 
16 原子爆弾の被爆によって生じる人体の障害。火傷などの急性障害のほか、再生不良性

貧血・白血病などの晩発性障害がある(明鏡国語辞典引用)。 
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発症すること、なぜお見舞いなどに千羽鶴を折る事が主流になったのか学び、この像は子

供が原爆で亡くなった子供のことを思いやって建てられたことから、今、そして未来の子

供たちにとって身近に感じ、記憶に残る物になりうると確信した。 

 

Picture 1 サダ子さんの像 
 
「韓国人慰霊碑」は亀の像の上に建てられているが、それは、浦島太郎の話にあるよう

に亀は幸運な場所に連れて行ってくれると信じられており、その亀が韓国の方角を向いて

いるためであるという。盛り土は遺骨の引き取り手がいまだに見つからない七万人の人々

が地下に眠っていてそれを忘れないようにするためである。 
Ｉさんは、家の中で投下地から 3 キロメートルの地点で被爆しており、そこは黒い雨が

一番降った場所である。投下から 60 年経った頃に妹さんが原爆症で亡くなられたが、60
年経っても原爆によって苦しめられていることに憤りを感じていらっしゃった。被爆した

ら普通に死ぬことさえもできないのか、死んだらすべて原爆のせいにされてしまうのかと

いうことも話されていた。 
水の都とよばれる広島市は川と橋が多く、市内であるにも関わらず緑の多い綺麗な街並

みであった。その緑は山や森のように自然に生えているものではなく、人間の作為によっ

て植えられているため、広島の方たちは意識的に何かの気持ちを込めてこういう景観にし

ていったのではないかと思われた。今では美しい川であるが、原爆投下から 5 年から 10 年

の間は川底に骨が転がっていたそうである。これは、川では多くの人が水を求めて亡くな

ったということの証明になるだろう。また、韓国人被爆者の方にインタビューをした際に、

被爆した方が橋の下に集まって座っており、橋を通る人を凝視していたことを聞いた。こ

れは自分の家族や親戚が通りかかる際に助けてもらうためだったのではないかと話されて

いた。このように川の付近で亡くなった方は水を求めて死んでいった方だけではないこと

を知った。 



 7

広島で原爆は「ピカドン」と呼ばれているが、その由来は「ピカッ」と光って「ドン」

という音が聞こえたからだと言われているが、長崎ではほとんど「ピカドン」という表現

はしないようである。概して、被爆者の方は御自身が被爆者であることを隠したがるとい

う。旅行中にお話を伺った被爆者の 4 名の方は、被爆者と言わなければ、そうだとは見え

ないくらい元気そうであり、「ケロイド」17などの症状も顕著に見られなかったことから、

隠し通すことは不可能でもないのだろうと推測する。しかし、それでも被爆者の方が立ち

上がって被爆した経験をお話になるのは、原爆を自分の子供や孫の世代に経験させたくな

いからだと皆さん話されていた。実際に、差別、例えば結婚できなかったり、お化けとよ

ばれたりなどがあるという。その他、広島平和記念資料館を訪問した。資料や展示物、写

真から被害の生々しさが伝わった。顔の識別もできないような火傷や、強い熱戦を指先に

浴びたことにより爪と皮膚が垂れ下がり、そこから黒く変形した爪が生え続けたことなど

想像を絶するような事実を展示物は伝えていた。 

 
Picture 2 識別不能な程顔に火傷を負っている方(広島平和記念資料館にて) 
 
「2016 年 9 月 2 日 広島市」 

韓国人被爆者の方（以下、Ｌさんとする）で当時 16 歳、出勤中に被爆された男性の方の

講話を受けた。Ｌさんが被爆された時は 16歳であった。韓国人であったために差別があり、

学校では濡れ衣をかぶせられた挙句に教師に殴られるなど、今では問題となるようなこと

も当時は容認されており、父にそれを話しても「お前が悪い」と言われるだけであった。

差別は受け入れるしかないような状況に追いやられていた。 
原爆が投下されたその日の朝、電車で勤務していたＬさんは爆心地を 10分前に通過した。

もし、10 分遅ければ、もし、1 つ降りる駅が違えば、即死であったという紙一重の場所に

いらっしゃった。今も御存命の被爆者の方たちは生き残ってしまったのではなく、原爆の

悲惨さを伝えるために「生かされている」と思って講話を行っている方が多い。 
あの時電車から降りると、向こうの家の壁が明るくなり、雲のない明るい光景から黄色

の陽炎が視界に広がった。Ｌさんは、何だろうと考える時間が 2～3 秒あった。学校での訓

                                                   
17 やけど・潰瘍などが治ったあとにできる、紅色または暗褐色を帯びた皮膚の隆起(明鏡

国語辞典引用)。 
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練が身に染み付いていたため、即座に耳と目を手で押さえて伏せた。L さんの場合には他の

被爆者がいうようなドーンという轟音は聞こえなかったそうだ。しばらく伏せていたが首

を上げて周囲を見回したら真っ暗になっていた。近くにあった橋の下に行ったところ、そ

こには既に大人が 4 人いた。その人たちに火傷をしていると指摘されるまで自分が怪我を

負っていることに気付かなかった。橋の下にいたうちの 1 人が「これは新型爆弾だ」とい

う発言をしていたそうだ。他の都市は壊滅的な被害を負う空襲を受けていたが、広島市は 1
回も空襲を受けておらず、焼夷弾の威力を知っている者は少ないため、この方は他の土地

から来た人だったのではと推測していらっしゃった。通常 15 年前の何でもない日のことな

ど覚えていないだろうが、その日のことは今でも昨日のことのように覚えているそうだ。 
火傷には油がいいと思われており、逃げ延びたＬさんの職場である機関庫には機関車の

整備用の油しかなかったため、それを傷口に塗ったが、耐え難い痛みにとにかく泣くしか

なかった。また当時は放射能の身体に及ぼす影響が知られておらず、食糧も不足していた

ため、被爆したお弁当を食べたそうだ。広島大学の壁に挟まれて死んでいた馬は目が飛び

出ていた。夕方 4 時頃から人の焼けた匂いがして、それはとにかく臭いものだった。橋の

横には被爆した人が大勢座っており、渡って行く人を凝視していた。家族、親戚が通りか

かって救助してくれないかと待っていたのではないかとおっしゃっていた。 
Ｌさんは韓国人であることを隠して就職し、日本人として働いていため、両親にはどこ

で働いているか知らせていなかった。両親は言葉に韓国訛りがあるので、職場の人にばれ

ることを避けるためであった。Ｌさんの母親は「息子は生きていないだろう」と思いなが

らも、Ｌさんを探すために広島市内へ捜索しに向かった。自宅に帰りついたＬさんは箸が

立たないほど米粒が少ないご飯を食べて、眠りに就こうとしたが、あまりの痛みに眠るこ

とができなかった。薬を貰いに病院へ行っても「赤チン」18しかもらえなかった。時間が経

つにつれて膿が出て来て、肉が腐ってウジが湧いた。母親が取ってくれるが、あまりのひ

どさに「早く死ね」と泣きながら言っていたことが忘れられないそうだ。 
 

「母は泣きながら、『焼けただれて見るに忍びない顔だし、首にウジがわいて、このまま大

きくなっても一人前の人間にはなれないだろう。代われるものなら代わってやるけど……。

早く死ね、早く死ね、死んで楽になれよ』とつぶやいていました。母の本心ではなかった

とは思いますが、私も一緒に泣きました」19。 
 
どんな病気でも怪我でも、家族にはできるだけ生きてほしいと思う人が多いと思うが、

それでも「死んだ方がマシだ、楽にさせてやりたい」と思わせるほどの火傷だったのだ。

                                                   
18 「マーキュロクロムという有機水銀化合物の水溶液の通称。『マーキュクロム』『マー

キュロ』ともいい、殺菌消毒剤に使った。名称は『赤いヨードチンキ』の意だが、ヨード

チンキとは成分が異なる。『赤チン』と呼ばれる製品は、現在日本では製造中止」(明鏡国

語辞典より引用)。 
19 李鐘根著『在日韓国人二世の被爆証言』(李鐘根発行、2014 年)12,13 頁引用。 
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実際資料館などで展示されている被爆者の写真を見ても、目を背けたくなるものばかりだ

った。原爆投下から 5 ヶ月が経ち、近所の方から食用油を貰い患部に塗ると回復に向かっ

たという。 
 Ｌさんが訴えたいことは、こういうことである。命は平等であり、差別をすれば争いが

起こる。日本では未だに移民の受け入れが少なく、Ｌさん自身も生まれた頃から日本に住

まわれているが、未だに国から選挙権を付与されていない。日本の制度から差別意識を変

えていかなければならないのではないだろうか。また、核は絶対悪であり、原爆が投下さ

れて強制労働から解放された韓国人のうち、韓国に帰国した者は被爆者手帳を貰えていな

いという。 
 
第二節 長崎での実地調査20 
「2016 年 8 月 9 日 長崎市」 

松山町平和公園での平和記念式典に参列した。長崎も広島と同様に、あまりの人の多さ

に入場制限がかかっており、会場内に入って参列することはできなかったため、公園内に

設置されたテレビで中継を見た。テレビの周りには老若男女、色々な人が黙って画面を見

つめていた。公園近くの道路ではデモの行進が行われ、「安倍は帰れ！憲法第九条改正反

対！」という叫びは式典中も続き、会場付近にまで声が届いた。しかし、黙祷中はその声

が一切消え、周囲も物音 1 つないくらい静まり返った時に、被爆犠牲者を追悼する気持ち

はここにいるどの人も同じなのだと感じた。 
長崎原爆資料博物館では資料を研究し、原爆や被爆について学び、実際の被爆物を見学

した。ボランティアガイドの方に館内を案内してもらった際に、八幡製鉄所による「煙幕

作戦」についてのお話を伺った。当初、原爆投下予定地は福岡の八幡であったが、視界不

良で第 2 候補であった長崎市に原爆を投下した。この視界不良の原因は前日の焼夷弾攻撃

による煙であると考えられていたが、実は八幡製鉄所の「煙幕作戦」による煙が一因であ

った可能性がでてきた21。この作戦は、敵機襲来の警報が鳴った際に、コールタールを燃や

して煙幕をはり、視界不良にするものであった。8 月 6 日に広島市が「新型爆弾」で壊滅し

たことを聞いていた工場の従業員らは、八幡製鉄所の他に小倉の兵器工場などもあったた

め「次はこっちだと考えていた」という22。この事実が 70 年近く経つまで公にならなかっ

たのは、八幡の代わりに原爆を投下された長崎の犠牲者らがいたからだと考えられている。 
映像資料において、外国人被爆者の方の証言をきいたことにより、日本人と外国人では

原爆に対する考え方が違うことが一層明確になった。強制労働を強いられていたオースト

ラリア兵捕虜の方は、「原爆は苦しい日々を終わらせてくれたものであり、アメリカが原爆

                                                   
20 山口彊著 『ヒロシマ・ナガサキ 二重被爆』(朝日文庫、2009) 
21 「長崎原爆：投下の日『煙幕』八幡製鉄所元従業員、69 年の苦悩告白」、『毎日新聞』(2014
年 7 月 26 日発行、東京朝刊、29 頁) 
22 同上 
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を落としたことは正しかった」と語った。オーストラリアから送付された食糧や医療品は

彼らには与えられず、病気や肺炎になったら最後、死ぬしかない捕虜生活は、被爆体験よ

りも厳しいものだったからだ。そのため、「原爆は耐え難い捕虜生活に終止符を打った。戦

争が続くよりも原爆投下の方が犠牲者は少なく済んだのではないか」と考えるのである。

その他、国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館、岡まさはる記念長崎平和資料館を訪問した。 
 
「2016 年 8 月 29 日 長崎市」 

平和記念公園・記念碑、グランド・ゼロ、浦上天主堂跡、平和祈念像を巡検した。その

他、長崎大学核兵器廃絶研究センター(RECNA)にて教授にインタビューを計画していたが、

今回のレポートのテーマに沿う研究をなさっている先生がいらっしゃらなかったため断念

した。 
 
「2016 年 8 月 30 日 長崎市」 
山里小学校は爆心地から 700 メートルの位置に存在し、1581 人（昭和 20 年 6 月 30 日時

点）のうち、およそ 1300 人が被爆により亡くなられた。原爆資料室や防空壕があり、原爆

資料室では当時使っていたものや、小学校の様子などを常駐ガイドの方にお話を伺いなが

ら調査した。小学校の先生も男性は軍隊に入れられたので、学校にいるのはほとんど女性

の方だった。展示されていたもんぺや救急袋には学校名、学年、名前、住所のほかに血液

型も記されていた。戦争時の男性の国民服のイメージは黄土色であったが、それは敵に見

つかりにくいようにするためである。 
その後永井隆記念館を訪問した。永井博士の生涯と、原爆と戦争に対する向き合い方を

学んだ。そこにある一つ一つの言葉が心に残るものだった。 
 

「あの活気にあふれていた町を大火葬場にし、一画の墓原にしたのは、だれだ？ ……私

達だ。『剣をとるものは剣にて滅ぶ』との戒めを冷ややかに聞き流し、せっせと軍艦を作り、

魚雷を作っていた私達市民なのだ」23。 
「あの美しかった長崎を、こんな灰の丘に変えたのはだれか？ ……私達だ。おろかな戦

争を引き起こしたのは私達自身なのだ」 24。 
 
どんな状況下でもできることがあり、戦争を無くすにはまずは私たちから戦争をやめな

ければという精神をもつ人であった。 

                                                   
23 永井隆著 『花咲く丘』(中央出版社,1976 年) 276 頁引用  
24 同上。 
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Picture 3 被爆したマリア像(http://www.natsunoinori.com/keyword/) 
 
浦上天主堂を訪問し、資料室で被爆したものを調査した。被爆したマリア像を見た時に

何とも言えないおぞましさを感じた。あの像は人間の目が光線で傷めやすいことを体現し

ているのではないだろうか。 
その後、城山小学校の資料館を訪問し、常駐ガイドの方の案内を受けながら館内を探求

した。それは、実際に被爆して燃えた校舎の一角をそのまま残して資料館にしたものであ

る。学校の入り口などには小学生の手書きで、こちらの小学校が被爆地付近であり、多く

の小学生らが亡くなったことなど紹介する張り紙があり、平和教育が盛んであることを実

感した。被爆した校舎の模型も展示されていた。防空壕の穴は掘りやすいように崖に作ら

れており、頑丈さはないため、奥は崩れやすく手前は火災の被害に遭いやすい。爆風によ

って木がなぎ倒されているイメージが強かったのだが、この学校の模型は直立しているも

のが多かった。爆風による被害は中心部よりも周辺が被害が大きく、これらの木々は爆心

地から 500m の距離にあり、真上から爆風を受けたため直立したまま被爆したのであった。

振袖の少女というお話がある。これは原爆資料館にも展示されている。当時、化粧やお洒

落をすることは贅沢であり、贅沢は敵だと言われた時代であるため敬遠されていた。少女

の母親が、原爆により幼くして死んでしまった我が子にせめてと思い、化粧をして火葬し

たものを見ていた方が絵に描いたものである。 
その他、ボランティアガイド(ピース・ウイング長崎)を利用して、原爆投下中心地、山王

神社、長崎大学医学部門柱、浦上天主堂、平和公園を説明を受けながら見学する予定であ

ったが、申込手続きの不手際があり、個人で見学した。また、無窮動を訪問する予定であ

ったが、時間の都合と優先順位を考えた結果、省くことにした。 
 
「2016 年 8 月 31 日 長崎市」 
「ピース・ウィング長崎（公園財団法人）」を通して申し込んだ方に平和祈念館でインタ

ビューをした。その方（以下、Ｎさんとする）は、16 歳で勤務中に被爆された。1 対 1 だ

ったため、質問もしやすく、当時の様子を研究することができた。例えば、「鏡飯（かがみ

めし）」、「蛍飯（ほたるめし）」「振り飯（ふりめし）」など、当時使われていた言葉を知る

ことができた点、投下間近の時は警報が頻繁に発令されていたため、学校に行けなかった
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点、当時小学三年生だったＮさんは兄弟がいなかったため、不定期に行われていた寺での

勉強会で同年代の子に会えることが楽しみだったという点などである。 
N さんは金比羅山の麓の投下地から 3km 地点で被爆された。1931 年から 15 年戦争が始

まり、序盤は日本が有利な状態だったため着物を着ることができ、祭事も行われており、

食事も不自由なくとれた。しかし、1941 年にはじまるアジア太平洋戦争から日本国家全体

が戦争中心に変化していくのを身に感じたという。小学校は、子供も国民として国を守る

ようにと国民学校と改名された。そして教師からは「よく学び、強い体をもち、兵隊さん

になりましょう」と教育された。それが当然であった。戦争をしたくない、戦争に反対す

る気持ちがあっても、反対することはできなかった。それを表明し、兵隊の召集を拒否し

た男性は拷問を受け、自殺をし、その家族も竹あらいというもので家を囲まれて出られな

い状態にされ、餓死させられたということもあった。 
戦時中には 3 つの警報の種類があり、状況により使い分けられた。 
 

１． 通常の「警報」では外に出ることができる。 
２．「空襲警報」は外に出ることを禁止され、夜は電気をつけることもできない。当時は、

どの家庭にも防空壕があり、空襲警報が鳴った時はそれに入るように指導されていた。 
３．「敵機来襲」というものは、家の防空壕では生き延びることができないので、街の大き

な防空壕に逃げることになる。 
 
広島と長崎の原爆投下前には警報が発令されていたが、敵機が 2,3 機程度(通常は 10 機以

上)であり、視察に来ただけで空襲はしてこないだろうと判断され、警報は解除された。そ

のため多くの人々が出勤、登校をはじめた頃に原爆が落とされ、直接被爆した者が多くな

った。 
食事は配給制であり、初めの頃はお米がもらえた。しかし、戦争が激しくなってくると

百姓も戦場に駆り出され、稲作をする人がいなくなり、米不足が深刻になる。警報が鳴る

と外に出られなくなるので、食糧不足は更に深刻化した。戦争も終盤になると米よりも汁

の量が多いものを食べており、下記の三種類のご飯があったという。 
 

１．汁に自分の顔が反射するものは、「鏡飯」と呼ばれた。 
２．汁に数粒の米を浮かばせたものが蛍に似ているものは、「蛍飯」と呼ばれた。 
３．母親が子供に少しでもご飯を食べさせるために、自身は食べた振りをして子供に与え

たことから、「振り飯」と呼ばれるものもあった。 
 
それほど食糧が不足していたのだが、長崎市の「山里小学校」の HP に掲載されている

岩永衣伊子先生のお手紙の中でこう記されている25。 
                                                   
25 山里小学校 HP「岩永衣伊子先生からのお手紙」より引用（閲覧日 2016 年 10 月 25 日）。

(http://www.nagasaki-city.ed.jp/yamazato-e/05%20heiwa/01%20hibakuki/iwanaga%20se
nsei.htm) 
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「（学校の）門の所を通る時、右下にあるプールのそばの校舎の地下室にある倉庫からゴー

ゴーとすごい音をたてて何かが燃えている音が聞こえてきました。その時点では先生方全

員には知らされていなかったのですが、それは非常食用として保管されていた、国か県の

950 俵もの米であったこと後日知り、『欲しがりません、勝つまでは』を合言葉にお腹ぺこ

ぺこで頑張ったみんなの気持ちを思い涙が出そうでした」。 
 
この手紙に基づくと、食料がないことはなかったのではないかとも推測できる。『はだし

のゲン』の作中では、先生や身分の高い人々はお腹いっぱいに米を食べている表現があっ

たからである26。 
N さんによると、最終的には米の配給がなくなり、調理もまともにできないような豆粕

が配られて、それで食いつないでいたが、雑草や蛙、ネズミを食べていた人もいたことか

ら、豆粕が食べられるだけマシだったと N さんは語った。原爆が落ちたその日、「何？」と

思う間もなく、辺りが赤、黄、白くなりドーンという轟音がなった。何かあったら防空壕

に逃げるように教え込まれていたので、近所の防空壕へ逃げ込んだ。原爆とは知らなかっ

たため、皆が近辺に大きな爆弾が落ちたと思いこんでいた。9 月になって初めて原爆と分か

った。金比羅山を越えて来た被爆者たちは、真っ黒になっていて、少しずつこちらに近づ

いて来る時は、集まっていた近所の者、皆が黙って固まっていた。この山は 366 メートル

あり、途中には 220 段の階段があった。被爆した後にこれらを越えて来るのは極めた困難

なことであり、それができたのは、命の保証がない時代であったにもかかわらず、生きて

いたい、家族に会いたいという気持ちが強かったからではないかと N さんは推測しておら

れた。慕っていた近所のお兄さんは背中じゅうにガラスが突き刺さっており、近所の方々

がそれを箸で取っていたという。しかし、奥にまで刺さった破片はなかなかとれず、取る

と鮮血がピューと吹き出ていたそうだ。広島平和記念資料館で見た展示物のなかに実際の

ガラスの破片があったが、思っていたよりも細かい破片であった。今もなお、体の中にガ

ラス片が残っている被爆者の方もおられるという。 
次の言葉は特に心に深く残るものだった。 

 
「原爆による犠牲者は、被爆者の方がいなくなるまで増え続ける。原爆を無くすため、使

わせないためには戦争をしないこと。戦争をしないためには、今の平和を大切にすること。

今は平和のように見えるが本当の平和ではない。昔はゆっくり眠れること、ご飯が食べら

れること、生きることに喜びを感じていたが、現代ではそれが薄れつつあるように感じる。」 
 
さらに、次の世代への三つの「お願い」も伺った。 

 
                                                   
26 中沢啓治作『はだしのゲン』第 1 巻(汐文社,1975 年)127 頁参照。 
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１．1 人 1 人は地球上に 1 つしかいない、粗末にしないで。 
２．差別をしてはいけない。命の重さは同じ。 
３．問題は話し合いで解決しよう。 

 
N さんを含めて他の被爆者の方は、憲法第九条の改正は絶対にさせてはいけないと訴え

られた。 
旧長崎医科大学(現長崎大学坂本キャンパス)内の原爆医療資料展示室や被爆した配電室、

門柱を訪問した。特に原爆医療資料展示室では原爆による人体への影響を研究することが

できた。配電室は被爆したものをそのまま残してあったためか、独特な雰囲気があった。

コンクリート造りの建物があの爆風で吹き飛ばないくらい頑丈であることが分かった。教

室では授業中だったので生徒は並んで座ったまま白骨化したという。原爆医療資料展示室

では当時医大の学生であった西森一正氏(2000 年逝去)の血染めの白衣が展示されてあった。

ガラス片によって 30 ヶ所の傷を負い、その傷による出血で染まったものである。 

 
Picture 4 西森一正氏の血染めの白衣 

 
山王神社の鳥居とクスノキを見たが、この研究旅行でクスノキは大変感動的であった。

写真で見るのと実際に見るのとでは全く違うと実感した。被爆したとは思えないほど立派

に育っており、神々しい 2 本の木であった。右のクスノキには空洞ができておりガラス片

などが残っていた。鳥居は、思っていたよりも小さく、街の風景になじんでいるが、この

鳥居はあの原爆を経験して今もここにあるということに感動せずにはいられなかった。 
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Picture 5 被爆直後のクスノキ 
(http://www.city.nagasaki.lg.jp/syokai/710000/715000/p025433_d/img/006.jpg) 

 
Picture 6 現在のクスノキ 
(http://nagasakimachineta.blog.fc2.com/blog-entry-2450.html?sp) 
 

結論 
第一節 研究の成果 
 8 月の広島と長崎は朝から強い日差しと熱気で憂欝になるほどであった。原爆が落とされ

た同じ時間、同じ場所を歩いてみて、本当にこの場所に落とされたのだろうかと疑うほど

に美しい街並みであった。しかし、実際の被爆者の生の声を聞き、資料館で学ぶことで現

実感が増し、過去と現在を照らし合わせながら実地研究を進めることができた。それは今

後の研究への刺激となり、原爆や戦争を繰り返さないためにできることを考え、学ぶこと

に繋がった。 
 式典では、71 年経った今でも世界各国から多くの人を集めるほどの影響力のある出来事

であったことを実感した。黙祷で皆が沈黙することで、祈る気持ちは同じであると教えら

れた被爆者の方へのインタビューでは、実際に被爆体験を生の声で聞くこと自体、強く印

象に残る出来事となった。文献の中だけの話ではなく現実に遭ったことなのだと心に銘記

した。71 年間、戦争がなかったのは被爆者たちの懸命な努力もあっただろう。これからは
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戦争を経験した世代が少なくなる。私達の世代が抑止力を生み出していかなければ、世界

は再び戦争へと動き出してしまうだろうと私は考えている。 
 71 年間で、広島と長崎の原爆は世界の人々にどれくらい知られたのだろう。一時期より

も核兵器の数は減ったが、それでも核兵器のない世界には程遠い。地球を何度も滅ぼす可

能性のある核兵器を所有する国の国民は、今一度原爆について学び、使用反対を訴えかけ

てほしいと感じた。アメリカは、71 年前の原爆投下は正当だった、不当だったということ

に関係なく、原爆という兵器はすべての人の生活を一瞬にして壊し、生き残った人々でさ

え絶望に追いやるもだということを認識する必要があるのではないだろうか。 
今回、研究旅行を通して原爆について実地研究したが、被爆による人間への影響は目を

背けたくなるものであった。実際に修学旅行で原爆資料館を訪れていた中学生は、展示し

てある死体の写真などを見て嫌悪感を示していた。一瞬にして人間をそんな姿に変えてし

まう物を作ってしまったのは人間であり、使用したのも人間であるが、救助や助けの手を

差し伸べたのも人間であることを強調しておきたい。 
 
第二節 今後の展望 
今後、アメリカから見た原爆投下や投下に関する認識について研究していきたいと考え

ているため、この研究旅行を通して日本人から見た原爆投下を深く理解することができた。

これからは文献と照らし合わせ、核兵器とどう向き合っていくのかを研究、考察をしてい

こうと思う。 
今回日本での実地研究が実現したので、今後はアメリカでの研究もしてみたいと考えて

いる。また、在日韓国人の方の被爆体験や戦時中の生活、日本人でないことに対する差別

などのお話を直接聞くことで新しい発見があり、まずは自分が差別をしていないかと省み

る機会となった。このことから強制労働を強いられていた被爆者の方や非国民と呼ばれて

いた方にもお話を伺って、理解を深めたいと思っている。被爆者の方の高齢化に伴い、実

際に八幡の製鉄所による煙幕作戦は証言できるだろうと考えられている方が既に亡くなら

れており、原爆の体験が風化しつつあることを身にしみて感じた。早く行動に移す必要性

があるだろう。 
式典でのデモや被爆者の方が、憲法第九条の改正に反対しておられたので、今一度この

憲法を改正することによる問題点を学び、日本が戦争に加わることを防ぐ行動をとりたい

と思う。 
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